
9月 25日 

 シルバーウィークいかがでしたか。観光地は久しぶりの活気を見せていたようですね。私も初めて

Go toトラベルを利用して、孫に会いに行ってきました。三密を避けるために、屋外で楽しめるところ

を探したので、ひたすら「緑地公園」と「動物園」でした。ホテルはコロナ対策も万全でエレベーター

でも他の宿泊客と一緒になることはありませんでした。 

朝夕も過ごし易くなり、運動会の練習も熱を帯びてきました。園庭で子どもたちも声が聞こえるのは

楽しいものです。 

10月の主題聖句は「いかに楽しいことでしょう 主に感謝をささげることは」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こんなお話もあります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すてきなお話ですね。 

 

 

 

2 0 2 0 年 度 の 年 主 題 ： こ こ ろ が 満 た さ れ る 

10月のテーマ 月 の ね が い 

たのしい 

０
歳
児 

 

・保育者と一緒にさんびかを歌おうとする。 

・全身を使ってのびのびと遊ぶ心地よさを味わう。 

・保育者との関りを深め、安心して過ごす。 

１
・
２
歳
児 

・保育者や友だちと一緒に祈り賛美する。 

・身体や心を動かして遊びを楽しむ。 

・のびのびと表現したことをまわりの人に受けとめてもらう。 

楽しむ 

３
歳
児 

・神さまが創ってくださった「私」を喜ぶ。 

・友だちとの遊びが深まり楽しさを共有する。 

・運動遊びや表現遊びを通して、心を弾ませる。 

４
・
５
歳
児 

・神さま、イエスさまに愛され、たくさんの恵みをいただいていることを感じる。 

・友だちとアイデアを出し合ったり、試行錯誤しながら一緒に遊びを作りあげていくことを楽しむ。 

・身体を動かし、心を弾ませる経験をする。 

聖 句    いかに楽しいことでしょう 主に感謝をささげることは （詩編 92編 2） 

10月の予定                             マークの説明…Ｔ＝体操 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 

T年長 

2021年度 

入園願書受付開始 
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2021年度 

入園願書受付 

（優先入園の方のみ） 

3 

 

入園面接 

（幼児） 
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第 34回 

運 動 会 
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運動会予備日 
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T年長 

14 

内科検診 

（年長・年中） 

T年中・年少 

15 

 

2021年度 

乳児当初入園受付 

（27日まで） 

16 

 

17 

 

ふたば・つぼみ  

エンジョイデー 

18 19 20 

 

T年長 

21 

内科検診 

（年少・もも・乳児） 

T年中・年少 

22 

 

23 

 

誕生会 

24 

25 26 27 

 

28 29 

2021年度 

乳児面接① 

 

 

30 

秋の遠足 

2021年度 

乳児面接② 

 

10月の園だより ２０２０年９月２５日 

名古屋柳城短期大学附属豊田幼稚園 

お店屋さんごっこ 

「いかに楽しいことでしょう」という言葉には、高揚した気分の表現のようなイメージがあります。しかし、「主に感謝（＝

賛美）をささげることは」、うれしくて賛美したい気分だから賛美するというものではありません。賛美は、どんなときでも

「神さまは真実なお方だ」という信頼の表現です。賛美を妨げるのは、「沈んだ気分」ではなく、「後悔すること」と「深刻

になること」です。それらは、意図的でなくても、神さまに信頼することを忘れさせるからです。 

（中略）後悔とは，既に起こってしまって変えることのできないことについて「ああしておけばよかった」と自分を責め嘆

くことです。もちろん、反省して取るべき責任をとることは大切ですが、後悔からは何も生まれません。一方、悔い改めは、

神の前に素直に罪を認め、もはやどうすることもできないことについては赦（ゆる）しを求め委ねる態度です。そのとき神

は赦してくださり、感謝と喜びの賛美が生まれます。（詩３２：１-２） 

 大切なのは、失敗しないことではなく、失敗や過ちを犯したときにどうするかです。（中略） 

 先の見えない、コロナ禍の中で、私たちの心は重苦しく深刻になりがちです。今こそ、子どもたちと共に賛美しましょう。

賛美は、私たちが気分に支配されることから守ってくれます。 

 パウロさんとシラスさんは、真夜中の牢屋の中で、神さまを賛美する歌をたくさん歌いました。すると、イエスさまが一

緒にいてくださるのを感じて心が落ち着きました。そして、その歌をじっと聞いていた他の囚人たちも、心が穏やかになり

ました。 

 そのとき、大地震が起こりました。囚人たちを縛っていた鎖が外れて、牢屋の扉も開いてしまい、逃げようと思えば逃げ

ることができるようになりました。でも、パウロさんが逃げないようにと話をしたので、逃げ出した囚人は一人もいません

でした。 

 牢屋の見張りをしていた人（看守）が駆けつけると、牢屋の扉が開いているので、囚人たちはみんな逃げてしまったに違

いないと思いました。看守は「囚人たちが逃げたことで、きっと私はバツを受けなければならない。それならいっそ死んで

しまおう」と考えました。それを見たパウロさんが牢屋から大声で叫びました。 

「死んではいけません。私たちは皆ここにいます。」 

看守が明かりを持って牢屋に行くと、パウロさんの言う通り、囚人たちは皆そこにいました。びっくりした看守は「どうし

てあなたはこんなに落ち着いていられたのですか。そして、他の囚人たちもなぜ逃げなかったのですか。」と尋ねました。

「それは私たちが信じているイエスさまが一緒にいて、守ってくださったからです。あなたもイエスさまを信じましょう。」 



 


